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▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段階

で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報告書

に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

 

１．助成プロジェクト名 

はむら deプレーパーク 2019 ―自由な遊び場の常設化をめざしてー 

２．実施団体の概要（創設の経緯、創設時期＝法人で、法人化前に任意団体での活動がある場合、その段階からご記入ください。
会員数など。１８０文字程度まで） 

 

 

 

３．プロジェクトの目的とその背景（※応募申請書に記載のものでも可）  ２５０文字程度まで 

こどもの成長段階では、多少の危険が伴っても、遊びの中で自分の力を試し、失敗から学ぶ体験が欠

かせません。時間・空間・仲間が揃えばそれが実現できるところ、いずれも足りていない現状がありま

す。こどもが思う存分外で遊べず、結果としてゲームやスマホ漬けになっているのは、大人の責任が大

きいと感じています。こどもの「やってみたい」気持ちを尊重し、安心して失敗できる遊びの場を提供する

ことで、地域のこどもたちが経験や感情豊かに育ち、見守る大人たちのつながりも育ててくれるのを願

って、プロジェクトを実施しています。 

４．プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度まで 

放課後の遊びを充実させる場として、月１回の放課後プレーパークを開催。各回 15〜25名程のこどもや保護者が

参加し、既成の遊具がない広場で、ハンモックや段ボール工作、こま、ロープ、水遊び等楽しみました。見知らぬ

子同士でも遊びが広がるため、一人で来る子もいます。また、野外ならではの特別な体験もできる場として、年３

回（今年度は３月中止で２回）の１日プレーパークでは、焚き火や木工、楽器、段ボールのほか、巨大ハンモックや

ターザンロープなどのロープ遊具を設置し、親子で丸１日楽しむ姿が多く見られました。初の試み「夜までプレーパ

ーク」では、闇に包まれていく広場で、焚き火調理等行い、非日常の体験を楽しみました。 

５．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生

まれた直接的な変化)、「社会的な変化」（IMPACT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度まで 

結果として、全９回の放課後プレーパークに計１８７人、２回の１日プレーパークに計３２２人、夜までプレーパーク

に３８人、合計５４７人が参加。成果としては、継続してきたことで、開催を心待ちにしてくれるこども（保護者も）が

増えてきて、放課後では、スタッフに学校や友達のことなど話してくれることもあり、少しずつ第３の居場所としての

役割も果たせるようになってきました。１日プレーパークでは、火の扱いがうまい子が増え、複数回参加すると「手

や口を出さず見守る」保護者が増え、こどもの自由度が少しあがってきました。社会的な変化としては、市の議会

だよりの巻頭３ページで紹介されるなど、活動の周知度があがってきました。 

 

地域のこどもの遊びに何かが足りない…そう感じていた子育て世代の親たちが、「自分の責任で自由に遊ぶ」のプレー

パーク精神を大切に、こども自身が考えて創る遊び場を提供したいと、2015年に勉強会を開始。間もなく始まった市

民提案型協働事業への応募をきっかけに団体を設立しました。2016年から、年数回の遊び場、講演会など開

催し、現在会員約 40名で活動しています。 



 

 

６．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など ３００文字まで 

運営に関わるスタッフがなかなか増えず、マンパワー不足もあり、計画していた土曜の居場所が実施できません

でした。今後は、メールマガジンやフェイスブックを活用し、事業の魅力がもっと伝わるような情報発信を心がけて

いきたいと考えています。遊びの現場では、可能なら、大きな穴を掘ったり、どろんこ遊びをしたり、秘密基地を作

ったりと、もっと動きや工夫の余地が多い遊びを増やしていきたいのですが、現時点では場所の制約が大きく、今

後に向けて行政の協力も得ながら、少しずつ開拓していきたいところです。土曜の居場所もあきらめたわけではな

く、次年度の実現に向けて動いていきます。 

７．参考資料 
支援対象プロジェクトで作成したチラシ、パンフレットやマスコミで紹介された記事
等は現物またはコピー、活動状況の写真などを参考資料として提供してください。 

参考資料あり ・ 特になし 

 







  




